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副議長
　山 田 裕 康

第1回臨時会開催　新体制が決まる!

丸  山　恵  二議　長 議員

選出山  田　裕  康副議長 議員

同
意
（
１
件
）

○
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

岡
田
隆
行
氏
（
小
川
原
）

　
賛
成　
（
西
澤
、
西
川
、
宮
嵜
、

木
村
、
阪
東
、
山
田
裕
、　

野
瀬
、
山
田
充
、
田
中
）

　
反
対　
（
建
部
）

※
岡
田
議
員
は
除
籍

選
挙
（
２
件
）

○
正
副
議
長
選
挙

　

正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
丸
山
恵
二
議
員
（
３

期
目
）、
副
議
長
に
山
田
裕

康
議
員
（
２
期
目
）
を
選
出
。

○
そ
の
他

　

常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
お
よ
び
議
会
広

報
特
別
委
員
会
の
委
員
の

選
任
や
各
委
員
会
の
正
副

委
員
長
を
選
出
他
。

（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

　

 

30
年
２
月
５
日
、
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

し
、
議
案
９
件
、
同
意
１
件
、
選
挙
２
件
、
そ

の
他
９
件
の
計
21
件
を
審
査
し
、
審
査
の
結
果
、

い
ず
れ
も
可
決
・
決
定
し
た
。

審
　
　
議
　
　
内
　
　
容

議
案
（
９
件
）

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

か
つ
ら
ぎ
・
せ
せ
ら
ぎ
・

え
が
お
・
け
や
き
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
ら
く
ら
く
、

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
議
決

�

賛
成
全
員

○
公
金
着
服
事
件
再
発
防
止

策
評
価
委
員
会
設
置
条
例

�

賛
成
全
員

○
特
別
職
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

�

賛
成
全
員

○
一
般
会
計
補
正（
第
７
号
）

�

20
万
円
の
追
加

�

賛
成
全
員

議長・副議長就任あいさつ

議　長
　丸 山 恵 二

　この度、議員の皆様のご推挙により、議長
の要職に就かせていただくことになりました。
身に余る光栄であると同時に、その責任の重
さに身の引き締まる思いでございます。議長
として全力を傾け、公正かつ円滑な議会運営
に取り組んでまいります。
　さて、本町においては、人口減少の中で若
者の定住対策や高齢化対策、またそれぞれの
地区の活性化など様々な課題を抱えています。
議会はこれらの課題に積極的に取り組んで行
くことが求められており、これからも町民の
皆様の願いに応えられるよう最善の努力をす
る所存でございます。
　町民の皆様方におかれましては、町議会に
対し、より一層のご理解、ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

　この度、議員の皆様方のご推挙によりまし
て、甲良町議会副議長の要職に就任いたしま
した。
　このような機会を与えていただきましたこ
とは、身に余る光栄でありますとともに、そ
の重責を痛感しております。
　本町においては、少子高齢化や人口減少な
どが加速化しており、町民福祉の向上にむけ
て、行政と議会が本音で議論し、取り組むこ
とが必要不可欠であると考えております。
　監査員をやってきた経験を活かして、不正
のない町民皆様のための町づくりを行政と共
に進めてまいります。
　皆様方のご支援、ご鞭撻を賜わりますよう
心からお願い申し上げます。
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甲 良 町 議 会 議 員 役 職 名 簿
（平成30年2月5日現在）

＊上欄の◎印は委員長、○印は副委員長

議 会 構 成

一部事務組合議会議員

役職名 氏　　　　　　　名

議 　 長 丸　山　恵　二

副 議 長 山　田　裕　康

総 務 民 生
常 任 委 員 会

◎ 西　澤　伸　明 ○ 西　川　誠　一 建　部　孝　夫

丸　山　恵　二 宮　嵜　光　一 野　瀬　欣　廣

産業建設文教
常 任 委 員 会

◎ 山　田　裕　康 ○ 田　中　章　浩 木　村　　　修

阪　東　佐智男 山　田　　　充 岡　田　隆　行

予 算・ 決 算
常 任 委 員 会

◎ 木　村　　　修 ○ 野　瀬　欣　廣 西　澤　伸　明

建　部　孝　夫 西　川　誠　一 宮　嵜　光　一

阪　東　佐智男 山　田　裕　康 山　田　　　充

田　中　章　浩 岡　田　隆　行

議 会 運 営
委 員 会

◎ 山　田　裕　康 ○ 西　川　誠　一 西　澤　伸　明

木　村　　　修 田　中　章　浩

議 会 広 報
特 別 委 員 会

◎ 山　田　裕　康 ○ 岡　田　隆　行 西　澤　伸　明

阪　東　佐智男 田　中　章　浩

議 会 選 出
監 査 委 員 岡　田　隆　行

彦根市・犬上郡
営 林 組 合 田　中　章　浩 岡　田　隆　行

大滝山林組合 建　部　孝　夫 木　村　　修 丸　山　恵　二 野　瀬　欣　廣
湖 東 広 域
衛生管理組合 阪東　佐智男 山　田　　充
彦根愛知犬上
広域行政組合 西　澤　伸　明 木　村　　修
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私
た
ち
の
町
を
含
め
多
く
の
自
治
体
が
苦
悩
し

て
い
る
人
口
減
少
が
進
む
中
、
一
方
で
飛
躍
的
な

進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
Ａ
Ⅰ（
人
口
知
能
）
は
医
療

や
教
育
、
物
流
、
防
犯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
実
用
化
に
む
け
た
研
究
が
進
み
、
将
来

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
物
事
を
判
断
す
る
場
合
は
、
過
去
の

知
識
や
経
験
に
基
づ
き
、
そ
の
場
で
さ
ま
ざ
ま
な

判
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
口
知
能
の
更
な
る
開

発
が
進
む
と
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
経
験
と

デ
ー
タ
を
瞬
時
に
計
算
や
分
析
を
実
施
し
、
私
た

ち
よ
り
早
く
正
確
で
的
確
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
近
い
将
来
、
多
く

の
仕
事
が
Ａ
Ⅰ
に
よ
り
代
わ
る
時
代
が
そ
う
遠
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
な
る
と
将
来
人
間
に
は
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
Ⅰ
時
代
に
重
要
に
な
る
要
素
と
し
て
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
主
体
性
、
行
動
力
、
洞
察
力
」「
企

画
発
想
力
や
創
造
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
コ
ー
チ
ン
グ
等
の
対
人
関
係
能
力
」
と
言
っ

た
答
え
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
現
代
社
会
に
お
い

て
も
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
時

代
で
も
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
詰
め
込
ん
だ
知
識

よ
り
も
思
い
や
り
や
積
極
性
、
柔
軟
な
発
想
な
ど
、

人
と
し
て
の
心
を
持
っ
た
持
ち
主
だ
と
思
い
ま
す
。

阪
東
　
佐
智
男

う
や
く
こ
の
名
前
に
決
ま
り

ま
し
た
（
笑
）。

　お
店
で
地
元
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
ヘ
ル
シ
ー
な
ラ
ン
チ
や
ス

イ
ー
ツ
を
提
供
す
る
他
、
お

弁
当
の
注
文
販
売
な
ど
も
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　『フ
ァ
ー
ム
か
な
や
』
の
加

工
部
は
、
30
代
か
ら
70
代
の

元
気
な
女
性
達
が
中
心
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
も
お
弁
当
や
い

ち
ご
大
福
、
黒
豆
コ
ロ
ッ
ケ
、

か
き
も
ち
、
季
節
の
ジ
ャ
ム

な
ど
、
金
屋
産
・
甲
良
町
内

産
の
野
菜
や
果
物
が
中
心
の

〝
地
産
地
消
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
た
加
工
品
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
、
何
ら
か

の
機
会
に
召
し
あ
が
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　『フ
ァ
ー
ム
か
な
や
』
の
メ

ン
バ
ー
は
と
て
も
仲
が
良
く
、

み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
、

い
つ
で
も
笑
顔
溢
れ
る
中
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、【
野
幸
】

の
味
や
雰
囲
気
に
も
な
っ
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、
第
一
期
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
甲
良
町

に
来
て
、
金
屋
に
住
ん
だ
こ

と
を
き
っ
か
け
に
『
フ
ァ
ー
ム

か
な
や
』
の
加
工
部
の
一
人
と

し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　『フ
ァ
ー
ム
か
な
や
』の【
野

幸
】
が
、
町
内
の
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
所
と
な
る
だ
け
で

な
く
、「
滋
賀
に
来
た
ら
こ
こ

に
来
な
き
ゃ
！
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
場
所
に
な

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
微
力

な
が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
『
フ
ァ
ー
ム
か
な

や
』
の
こ
れ
か
ら
を
温
か
く

見
守
り
、
応
援
し
て
く
だ
さ

い
ね
。（

中
屋

　佐
知
子

　記
）

こ
の
夏
、い
よ
い
よ︻
野
幸
︼が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　金
屋
集
落
の
農
事
組
合
法

人
『
フ
ァ
ー
ム
か
な
や
』
が
、

地
方
創
生
事
業
と
し
て
町
行

政
と
協
力
し
て
推
進
し
て
き

た
「
食
の
拠
点
」
が
、
よ
う
や

く
今
夏
頃
に
稼
働
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　お
店
の
名
前
は
【
野
幸
（
や

さ
ち
）】。

　金
屋
集
落
の
夏
の
お
祭
り

「
千
草
盆
」
の
〝
ヤ
ッ
サ
〞
の

語
源
で
あ
り
、「
野
菜
で
幸
せ

を
届
け
た
い
」
と
い
う
メ
ン
バ

ー
の
想
い
と
も
重
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
で
悩
ん
だ
末
に
、
よ

編

集

後

記

（
フ
ァ
ー
ム
金
屋
の
メ
ン
バ
ー
）

や

さ
ち


